
第３ 節 火の使用に関する 制限等 

 

( 喫煙等)  

第 2 4 条 次に掲げる 場所で、 消防長が指定する 場所においては、 喫煙し 、 若し く は裸火を 使用し 、

又は当該場所に火災予防上危険な物品を 持ち込んではなら ない。 ただし 、 特に必要な場合におい

て所轄消防署長が火災予防上支障がないと 認めたと き は、 こ の限り でない。（ う ）（ け）（ さ ）  

⑴ 劇場、 映画館、 演芸場、 観覧場、 公会堂又は集会場( 以下「 劇場等」 と いう 。 ) の舞台又は客

客（ け）  

⑵ 百貨店、 マーケツ ト その他の物品販売業を 営む店舗又は展示場( 以下「 百貨店等」 と いう 。 )

の売場又は展示部分（ け）  

⑶ 文化財保護法( 昭和 2 5 年法律第 2 1 4 号) の規定によ つて重要文化財、 重要有形民俗文化財、

史跡若し く は重要な文化財と し て指定さ れ、又は旧重要美術品等の保存に関する 法律( 昭和８ 年

法律 4 3 号) の規定によ つて重要美術品と し て認定さ れた建造物の内部又は周囲（ せ）  

⑷ 第１ 号及び第２ 号に掲げる も ののほか、 火災が発生し た場合に人命に危険を 生ずる おそれの

ある 場所（ け）（ せ）  

２  前項の消防長が指定する 場所には、 客席の前面その他の見やすい箇所に「 禁煙」、「 火気厳禁」

又は「 危険物品持込み厳禁」 と 表示し た標識を 設けなければなら ない。 こ の場合において、 標識

の色は、 地を 赤色、 文字は白色と する も のと する 。（ う ）  

３  第１ 項の消防長が指定する 場所（ 同項第３ 号に掲げる 場所を 除く 。） を 有する 防火対象物の関係

者は、 次の各号に掲げる 区分に応じ 、 当該各号に定める 措置を 講じ なければなら ない。 ただし 、

第２ 号に掲げる 場合において、 健康増進法（ 平成 1 4 年法律第 1 0 3 号） 第 3 3 条第２ 項に規定す

る 喫煙専用室標識を 設ける と き は、 同号の標識の設置を 要し ない。（ け）（ せ）（ へ）（ ん）  

⑴ 当該防火対象物内において全面的に喫煙が禁止さ れている 場合 当該防火対象物内において

全面的に喫煙が禁止さ れている 旨の標識の設置その他の当該防火対象物内における 喫煙の全面

的な禁止を 確保する ために消防長が火災予防上必要と 認める 措置 

⑵ 前号に掲げる 場合以外の場合 適当な数の吸殻容器を 設けた喫煙所の設置及び当該喫煙所に

おける 「 喫煙所」 と 表示し た標識の設置 

４  第２ 項又は前項第２ 号の標識と 併せて図記号によ る 標識を 設ける 場合における 当該標識の図記

号については、 第２ 項の標識（「 禁煙」 又は「 火気厳禁」 と 表示し たも のに限る 。） と 併せて設け

る と き は国際標準化機構の規格 7 0 1 0 又は日本産業規格 Z8 2 1 0 に適合する も のと し 、 前項第２

号の標識と 併せて設ける と き は国際標準化機構の規格 7 0 0 1 又は日本産業規格 Z8 2 1 0 に適合す

る も のと し なければなら ない。（ ん）  

５  第３ 項第２ 号に掲げる 場合において、 劇場等の喫煙所は、 階ご と に客席及び廊下（ 所轄消防署

長が避難上支障がないと 認めた部分を 除く 。） 以外の場所に設けなければなら ない。 ただし 、 劇場

等の一部の階において全面的に喫煙が禁止さ れている 旨の標識の設置その他の当該階における 喫

煙の全面的な禁止を 確保する ために消防長が火災予防上必要と 認める 措置を 講じ た場合は、 当該



階において喫煙所を 設けないこ と ができ る 。（ け）（ さ ）（ せ）（ へ）（ ん）  

６  前項の喫煙所の床面積の合計は、 劇場等の客席の床面積の合計の 3 0 分の１ 以上と し なければ

なら ない。 ただし 、 消防長が、 当該劇場等の使用状況等から 判断し て、 火災予防上支障がないと

認める と き は、 こ の限り でない。（ へ）  

７  第１ 項の消防長の指定する 場所の関係者は、 当該場所で喫煙し 、 若し く は裸火を 使用し 、 又は

当該場所に火災予防上危険な物品を 持ち込も う と し ている 者がある と き は、 こ れを 制止し なけれ

ばなら ない。（ う ）（ せ）（ へ）  

 

 

条則 

（ 危険物品等)  

第７ 条 条例第 2 4 条第１ 項に規定する 消防長が指定する 場所において、 同項ただし 書の規定によ

り 業務上喫煙し 、 裸火を 使用し 、 又は次に掲げる 危険物品( 常時携帯する も ので軽易なも のを 除

く 。) を 持ち込むための承認を 受けよ う と する 者は、 こ れら の行為を 行う 日の３ 日前ま でに申請書

を 提出し なければなら ない。 ただし 、 同項第３ 号に掲げる 場所で、 消防長が指定する 場所におい

て、 伝統的行事、 宗教的行事等又は生活に必要な営みのために、 こ れら の行為を 行おう と する 者

については、 こ の限り でない。  

⑴ 法別表に掲げる 危険物又は条例別表第８ に掲げる 可燃性固体類及び可燃性液体類（ つ）  

⑵ 一般高圧ガス 保安規則(昭和 4 1 年通商産業省令第 5 3 号) 第２ 条第１ 号に掲げる 可燃性ガス  

⑶ 火薬類取締法( 昭和 2 5 年法律第 1 4 9 号) 第２ 条第１ 項に規定する 火薬類 

（ あ）（ え）（ お）（ く ）（ け）  

 

（ 標識等） -抜粋- 

第 1 6 条 条例第 1 2 条第１ 項第５ 号（ 条例第８ 条の３ 第１ 項及び第３ 項、 第 1 2 条第３ 項、 第 1 2

条の２ 第２ 項、 第 1 3 条第２ 項及び第３ 項並びに第 1 4 条第２ 項及び第４ 項において準用する 場

合を 含む。）、 第 1 8 条第３ 号、 第 2 4 条第２ 項、 第３ 項各号及び第５ 項ただし 書、 第 2 9 条第６ 項

並びに第 5 1 条第４ 号並びに第９ 条第５ 号に規定する 標識及び表示板は、 別表第４ の各項に掲げ

る 区分に応じ 、それぞれ当該各項の右欄に定める 大き さ 及び色によ る も のと する 。（ つ）（ と ）（ ぬ）

（ ひ）  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別表第４ （ 抜粋）  

標 識 及 び 表 示 板 

大 き さ 及 び 色 

大 き さ  色 

幅 

セン チ 

メ ート ル 

長さ  

セン チ 

メ ート ル 

地 

文字 

又は 

表示 

     

     

「 禁煙」、「 火気厳禁」 又は「 危険物

品持込み厳禁」 と 表示し た標識及び

防火対象物内又は一部の階において

全面的に喫煙が禁止さ れている 旨の

標識 

2 5 以上 5 0 以上 赤 白 

「 喫煙所」 と 表示し た標識 3 0 以上 1 0 以上 白 黒 

     

 

 

 

【 解説】  

 本条は、劇場、百貨店等で火災が発生し た場合、特に、人命危険、延焼拡大危険が大き いこ と から 、

主と し て公衆の出入り する 場所における「 喫煙」、「 裸火の使用」、「 危険物品持込み」 の各行為を 禁止

する 規定である 。  

１  第１ 項は、 主と し て公衆の出入り する 場所において喫煙し 、 裸火を 使用し 、 又は危険物品を 持ち

込むこ と を 禁止し た規定である 。その場所の指定は、消防長が行う こ と と し ており 、こ れを 受けて、

昭和 6 0 年７ 月 1 2 日広島市消防局告示第１ 号によ り 指定し ている 。 ま た、 後段のただし 書の部分

は、火災予防上支障のない場合の例外措置を 認め、運用に当たり 具体的妥当性が確保でき る よ う に

配意し たも のであり 、 その手続き については条則第７ 条で示し ている 。  

  なお、 こ れら の運用等については、「 火災予防条例第 2 4 条の運用基準」 において定めている 。  

 

２  第２ 項は、 消防長が指定し た場所に、 喫煙、 裸火の使用又は危険物品持込みを 禁止する 旨の標識

を 設ける こ と について規定し たも のであり 、 標識については、 条則第 1 6 条及び別表第４ において

定めら れている 。  

 

３  第３ 項第１ 号は、消防長が指定する 場所を 有する 防火対象物を 全面的に禁煙と する 場合は、全面



禁煙の実効性を 確保する ため、消防長が火災予防上必要と 認める 措置を 講じ なければなら ないと し

たも ので、必要な措置の具体的な例は、「 火災予防条例第 2 4 条の運用基準」 において示し ている 。  

  第２ 号は、消防長が指定する 場所を 有する 防火対象物を 部分禁煙と する 場合で、喫煙に起因する

火災を 未然に防止する と いう 観点から 、適当な数の喫煙所を 設けて、その旨を 表示する こ と と し て

いる 。  

ただし 、「 喫煙所」 と 表示し た標識の設置については、 健康増進法（ 平成 1 4 年法律第 1 0 3 号。

以下同じ 。） 第 3 3 条第２ 項に規定する 「 喫煙専用室標識」 を 設ける 場合においては設置し なく て

も よ いも のである 。  

  なお、 適用については、 当分の間、 同号中「 喫煙専用室標識」 と あ る のは、「 喫煙専用室標識又

は健康増進法の一部を 改正する 法律（ 平成 3 0 年法律第 7 8 号） 附則第３ 条第１ 項の規定によ り 読

み替えて適用さ れる 健康増進法第 3 3 条第２ 項に規定する「 指定たばこ 専用喫煙室標識」 と 読み替

える も のと する 。  

 

４  第４ 項は、「 禁煙」 又は「 火気厳禁」 と 表示し た標識と 併せて設ける 図記号については国際標準

化機構の規格（ 以下「 IS O」 と いう 。） 7 0 1 0 又は J IS  Z  8 2 1 0 に適合する も のと し 、「 喫煙所」 と

表示し た標識と 併せて設ける 図記号については IS O 7 0 0 1 又は JIS  Z  8 2 1 0 に適合する も のと し

なければなら ないこ と と し ている 。 こ れは、 誰も が容易に標識の意味を 、 理解でき る よ う 図記号を

統一する こ と によ り 、その実効性を 高め、防火安全性の向上を 図ろ う と する も のである 。そのため、

日本国内で統一さ れた図記号である JIS 、 又は、 外国人等にと っ ても 容易に認識でき る も のと する

ため、 IS O を 採用し ている 。  

  なお、 図記号の大き さ については、 文字によ る 標識と のバラ ン ス を 考慮し 、 必要に応じ た大き さ

にし て差し 支えない。  

図 2 4 －１  J IS  Z  8 2 1 0  

   

喫煙所 

S moking  a rea  

禁煙 

No smoking  

火気厳禁 

No open f la me 

 

図 2 4 －２  IS O 7 0 0 1 及び 7 0 1 0  

   

喫煙所 

S moking  a rea  

禁煙 

No smoking  

火気厳禁 

No open f la me 

7 0 0 1  7 0 1 0  7 0 1 0  



 

５  第５ 項は、 劇場等に設ける 喫煙所について定めたも のである 。 後段は、 消防長が火災予防上必要

と 認める 措置を 講じ た場合には一部の階を 全面的に禁煙と する こ と ができ る も のと し ている 。  

 

６  第６ 項は、劇場等に設ける 喫煙所の床面積について定めたも のであり 、床面積の合計を 客席等の

床面積の合計の 3 0 分の１ 以上と する こ と と し ている 。  

 

７  第７ 項は、 禁止場所において、 禁止さ れている 行為を 行おう と する 者がある と き に、 関係者の制

止義務を 規定し たも のである 。  

  「 制止」 と は、 喫煙等の場所において、 喫煙等禁止行為を 行っ ている 者に対し 、 喫煙等を し ては

なら ないこ と 、 ある いは、 所定の適法な場所において喫煙等を 行う よ う に告げる こ と であり 、 実力

を も っ て喫煙等の行為を 阻止し なければなら ないと いう こ と はない。  

  なお、 制止の方法は、 喫煙等を 行っ ている 者に対し 、 直接行っ ても 、 ま た、 放送設備等を 通じ て

包括的に行っ ても よ い。  


